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業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022 年 11 月 10 日に公表した 2023 年９月期通期業績予想と本日公表の実績値に差異が発生しま

したので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１. 業績予想と実績との差異について 

2023 年９月期通期の通期業績予想数値と実績値との差異（2022 年 10 月１日～2023 年９月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 百万円 百万円 百万円 

2,500～3,000 △203～△51  △202～△49 △204～△52 

実績値（B） 2,144 △98  △100 △102 

増減額（B－A） △355～△855 104～△47 101～△51 101～△50 

増減率（％） △14.2～△28.5 - - - 

（参考）前年実績 

2,671 13 10 △100 
（2022 年 9 月期） 

 

２. 差異発生の理由 

当事業年度の業績予想につきましては、ブロックチェーン関連事業において、サービス開始後の業績に与

える影響が未確定であったため、レンジ形式による業績予想開示を行っておりました。 

売上高においては、ブロックチェーン関連事業でサービス開始を予定していたタイトルの開始時期が延期

されたことやユーザー数や課金額等の推移が想定を下回ったこと、広告事業で一部大口顧客の方針変更に伴

い出稿量が減少したことなどの影響により、業績予想を下回る着地となりました。 

営業利益、経常利益及び当期純利益につきましては、売上高減少に伴う影響があったものの、利益率の高

い案件を受注できたことに加え、各案件でのコスト抑制による収益性の確保を徹底したこと、また、当事業

年度から実施している中長期的な事業成長に向けた大規模な事業投資を順調に進めつつも、その費用が当初

の見込みを下回ったことなどから、前回発表の業績予想レンジの範囲内での着地となりました。 

 

 

以上 

 

 



 

 

 

＜本リリースに関するお問い合わせ先＞ 

 アクセルマーク株式会社 経営管理部 

 メール：ir@axelmark.co.jp 

 


